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されている。著者らは，マンノ}ス総合性レクチンであるコンカナパリン A (Con A)をコロナ
銭に総合したレクチン路定化ナノ粒子を用いることでHIV寸の捕捉に成功した九 ConAを回
定化していないナノ粒子の場合でも，親水性グラフト鎖との静電的キ!l1L作用により若干の HIV-l





















































































































































































らは，ポリスチレンスルホン酸 (PSS) とボリアリルアミン議酸塩 (PAH)を用いてテンプレー
ト粒子であるポリスチレン粒子表面に下地践を作成し.モデル薬物であるアニオン性色素のピレ
ンテトラスルホン費支 (4-PSA) と PAH で交互吸器践を調製することで，←PSA が中~カプセ Jレ





内包も報告している75)0 1. Dahneらは. PAH と PSS で認裂された中~カプセルを lOmM の
NaCI水溶液に没淡することで磁波皮の迷いにより淡を膨がlさせ，ローダミン Bでラベルイじされ
たPAHを中安カプセルに内包できることを見い出した76)。
中安カプセルの研究はまだ始まったばかりであるが.分散安定性に後れている.ナノメートル
からマイクロメ}トルまで粒径紛御が可能，さまざまな手法で薬物を内包できる，生分解性高分
子を用いて鋼製できるため生体内へ応潟できるなど，優れた性質を有しており.新しいDDS担
体として応用がj羽f寺されている。
5 おわりに
これまで述べてきたように，経口 DDS担体やワクチン担体，遺伝子や造彩弗jキャリヤなど，
さまざまなナノ粒子がバイオメデイカル分野への応用を目的として研究されている。材料工学の
発展により，現在では，副作用が少なく襟約締ぬ・組織への高い袋綴能や薬物の徐放制御能を有
したナノ粒子が設計・できるようになった。今後，医学と工学，築学分野の研究考が連携して取り
組むことで，近い将来ナノ粒子を応用した DDSが実現されると期待される。
293 
